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　品種間差異の検定では，つくば市および札幌市で国内外の 32 品種・系統を圃場栽培して，開花始から 5
日後までの閉花受性花の割合を計算した。その結果，閉花受精率は 0 ～ 100% まで分布して幅広い多様性が
認められるとともに，同一品種では栽培地間では同様の傾向を示した。閉鎖花の割合が高かったのは，北海





要因によるものかを確かめる必要があった。そこで 25℃の人工気象室で閉花受粉性の Severnaya-4 とトヨス
ズを栽培して閉鎖花の割合を調べたところ，圃場と同様の品種間差異が認められ，遺伝的要因が存在するこ
とが明らかになった。
　閉花受粉性の遺伝様式を明らかにするため，195 個の SSR マーカー，323 個の AFLP マーカー，3 個のア
－ 508 －
イソザイムマーカー，1 個の形態マーカーの合計 522 個の DNA マーカーを用いて連鎖分析を実施した。そ




解析を実施した。その結果，閉花受粉性を支配する 4 個の QTL（c11 ～ c14）が見いだされた。そのうち大
きな作用を持つのは，I 連鎖群 c13（LOD 値：5.20）と L 連鎖群の c14（LOD 値：3.82）であった。開花期
に関しては，4 個の QTL（fd5 ～ fd8）が認められた。そのうち大きな作用を持つのは I 連鎖群の fd7（LOD 値：
5.84）と L 連鎖群の fd8（LOD 値：6.22）であった。fd7 と c13 および fd8 と c14 は連鎖群上の同じ領域にマッ
プされた。他のマーカーとの位置関係より，fd7 が早晩性遺伝子の E4，fd8 が早晩性遺伝子の E3 に対応す
ることが明らかになった。そのため，早晩性遺伝子の E3 と E4 が連鎖または多面発現の作用によって閉花
受粉性を制御していることが明らかになった。













DNA マーカーを用いた遺伝分析によって閉花受粉性を支配する 2 個の作用の大きな量的形質遺伝子座を見
いだし，それらがフィトクローム A 遺伝子の近傍に存在することを明らかにした。本研究の成果は，大豆
の閉花受粉性の農業利用に関して新たな展望を開くのみならず，他作物の閉花受粉性や開花生理の研究にお
いても重要な知見を提供するものである。
　よって，著者は博士（農学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
